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■大空町議会【議会報告・町民との意見交流会】 主な質問・意見等集約表                 

会    場 開  催  日 開 催 時 間 参  加  者 

東藻琴老人福祉センター 

 （フロックス集会室） 
令和６年２月１７日(土) １０：００～１１：５０ 

町 民 議 員 計 

２６人  ７人 ３３人 

主 な 質 問 ・ 意 見 等 議 会 側 の 回 答 

 

● 熊・鹿対策について、熊１頭、鹿１頭取っていくらになるのか。 

  猟友会のメンバーは、本当に見合っているものになっているのか。 

  車の『ガソリン代が上がっていて大変だ』と言うハンターもいる。 

  （出没の）連絡があって現地へ行っても既に熊も鹿も逃げて居ない。 

  その辺は、無駄足になってしまうが、それでも駆除してほしいのが 

 我々農家の願いである。罠をかけているが、かけると寄って来ない。鹿も 

人に馴れて知っている。 

  本当に手間暇かけている割には、成果が上がってないというのが実態 

 なのではないか。 

 

◆ 箱罠の状況等、両地区の猟友会の件について調査をしました。 

  女満別地区１ヶ所、稲富と西倉の境界辺りに１ヶ所、罠を仕掛けています。 

  熊は警戒心が非常に強くて、なかなか箱罠に引っ掛からないようです。 

  知床財団と連携し、令和２年から４年まで、生態、生息実態調査を行って目撃場

所、食害場所について財団職員に現地確認していただき、カメラも設置して観測デ

ータの収集を行っています。 

  女満別日進地区においては、熊が鹿を追い求めるので、鹿が進入出来ない高さで

電気牧柵を設置しています。 

  大空町では、熊の出動に対し、１人日当９,０００円、捕獲１頭当たり１万円を

それぞれ支出しています。 

 

 

● 町の決算状況を見ると起債が増えている。事業の実施は、総合計画に 

 沿って進められていると思うが、公債費がどんどん増えているので、将 

 来的に大変になるのではないかと思っている。 

 

 

◆ 令和４年度決算では、実質公債費率が約１０％、地方債残高が１６４億１，３６

５万円。令和３年度の１５４億円台だったのが一気に増えています。 

  できる限り歳出を抑制していかなければならないと思います。 

 

 

● 廃屋の関係について、壊した場合は「助成金が出る」と聞いているが、 

 業者が壊した場合なのか、個人的に処理した場合なのか確認したい。 

 

 

◆ 危険廃屋限定、業者が撤去工事を行うもので、費用の２分の１、最高５０万円ま

でとなっています。詳しくは、住民課、住民福祉課に照会してください。 

 

 

● 教員住宅を売却して、今は個人の方が入居している。 

  公営住宅も老朽化しているが、一般家庭でまだまだ使える住宅であれ 

 ば、個人に売却するようなことなども考えてもらえれば。 

 

 

◆ 老朽化した公営住宅は、取り壊すだけでなく、再利用という点で用途変更した事

例もあり、町側とも協力しながら今後検討していきたいと思います。 
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● 過疎地域ということで、大空町も人口が減る数字が公表されており、 

 今後どのような対策をされるのか。 

 

 

 

◆ 過疎計画があり、病院の充実、子育て支援策の充実等に充てています。 

  今年の４月から町内の高校生まで医療費の無償化について検討しています。 

  町も議会も人口減対策をしっかり取組まなければならないという危機感を持っ

ています。 

 

◆ 中学生までの給食費の無償化や結婚生活支援事業を行っているほか、子育て世帯

の誘致に努めています。 

 

 

（当日アンケート調査票自由記載欄より） 

● 研修会館について、新施設ができるまでは使うと思いますが、先日トイレを使用した際、洋式が使えず和式を使用しましたが、手すりがなく、立つのが大変でした。 

簡単な手すりがあると老人に優しいと思います。 

 

 


